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京
都
の
木
工
芸
は
、
豊
富
な
種

類
の
木
材
を
材
料
に
、
木
が
本
来

持
つ
美
し
さ
を
生
か
し
た
製
品
づ

く
り
を
中
心
に
発
展
し
ま
し
た
。

そ
の
素
材
を
大
切
に
す
る
伝
統
に

基
づ
き
な
が
ら
、
彫
り
物
の
技
術

を
生
か
し
た
美
し
い
木
工
製
品
を

作
り
上
げ
て
い
る
の
が
、
今
回
ご

紹
介
す
る
吉
田
功
さ
ん
で
す
。

吉
田
さ
ん
は
、
父
親
か
ら
家
業

を
受
け
継
が
れ
た
『
吉
田
木
芸
』

（
富
小
路
通
仏
光
寺
上
る

�
３５１

・
７
６
２
９
）
の
二
代
目
で
す
。

以
前
は
、
持
ち
込
ま
れ
た
材
料
に

彫
り
物
を
施
す
仕
事
を
主
に
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
吉
田
さ
ん

の
代
に
な
り
、
大
掛
か
り
な
物
を

除
い
て
、
材
木
の
買
い
付
け
か
ら

仕
上
げ
の
塗
装
ま
で
一
貫
し
て
製

作
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
つ
の
製
品
が
完
成
す
る
ま
で
の

流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
、
強
度

を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
透
か
し
彫

り
を
入
れ
る
な
ど
、
製
品
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
デ
ザ
イ
ン
の

考
案
に
つ
な
が
る
そ
う
で
す
。

京
の
木
工
芸
に
携
わ
る
者
と
し

て
、
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
に
も
強

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
良
い
木
、

格
の
高
い
木
と
い
う
の
は
、
存
在

感
や
説
得
力
が
違
い
ま
す
。
良
い

木
で
作
ら
れ
た
製
品
に
つ
い
た
傷

は
、
持
ち
主
の
歴
史
と
し
て
感
じ

ら
れ
、
代
を
超
え
て
使
い
続
け
ら

れ
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
吉
田
さ

ん
。
材
料
と
な
る
木
材
は
丸
太
か

ら
購
入
し
、
長
年
使
用
し
て
も
ひ

ず
み
が
で
な
い
よ
う
に
最
低
３
年

間
は
自
然
乾
燥
を
さ
せ
て
お
ら
れ

ま
す
。

彫
り
物
の
魅
力
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
、「
豊
か
さ
、
優
雅
さ
」
と
い

う
お
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

「
道
具
に
機
能
性
だ
け
を
求
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
飾
り
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
木
に
彫
刻
を
施
す
こ
と

で
、
使
っ
て

楽
し
む
『
ゆ

と
り
』
の
よ

う
な
も
の
が

生
じ
る
こ
と

に
魅
力
を
感

じ
ま
す
」。

吉
田
さ
ん

の
工
房
で
は
、
一
般
の
方
を
対
象

に
木
彫
教
室
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
吉
田
さ
ん
が
使
わ
れ

る
材
料
と
同
じ
物
を
用
い
て
、
プ

ロ
の
よ
う
な
仕
上
が
り
の
木
彫
作

品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
木

の
魅
力
に
じ
っ
く
り
と
向
き
合
い
、

職
人
が
持
つ
高
い
技
術
を
体
験
さ

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
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今
月
号
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た

「
謎
と
き
�
下
京
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
隔
月
で
下
京
区
に
ち
な
ん

だ
ク
イ
ズ
を
出
題
し
ま
す
。

１３１
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
を
誇
る
京

都
タ
ワ
ー
は
、
昭
和
３９
年
に
完
成

し
ま
し
た
。
展
望
室
か
ら
は
、
洛

中
の
み
な
ら
ず
、
は
る
か
大
阪
ま

で
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で

は
、
こ
の
京
都
タ
ワ
ー
は
何
の
跡

地
に
建
設
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。
次

の
�
〜
�
の
中
か
ら
選
ん
で
く
だ

さ
い
。

�

市
電
京
都
駅

�

京
都
中
央
郵
便
局

�

下
京
区
役
所

は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答
え
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

の
ほ
か
紙
面
へ
の
感
想
を
書
い
て
、

２
月
２８
日
（
火
）
必
着
で
、
〒
６００

―

８
５
８
８
（
住
所
記
載
不
要
）
下

京
区
役
所
総
務
課
「
謎
と
き
�
下

京
」
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人

の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

当
選
の
発
表
は
、
記
念
品
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

な
お
、
解
答
は
４
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

火災倍増、放火が増加
下京区では、平成１７年中に２８件の火災
が発生しました。平成１６年中の火災が１４
件でしたので、１４件の増加で２倍となり
ました。
火災原因でみると、放火（疑いを含む）
によるものが一昨年の５件から１４件へと
大幅に増加しており、市全体の傾向と同
様に、火災原因のトップを占めています。

�区内で発生した放火火災の特徴
�マンションなど共同住宅の駐輪場に置
かれていた自転車やバイクとそのカバー
が燃える。
�家の周囲のゴミ、ダンボールなどが燃
える。

消防局では、放火火災から皆さんの生
命や財産を守るため過去の事例を分析し、
防止対策を「放火防止五カ条」にまとめ
ています。皆さん一人一人はもとより、
地域ぐるみで「放火防止五カ条」を守り、
放火されない環境づくりを進めましょう。

放火防止五カ条
�家の周りには、燃えやすい物を置かな
いようにしましょう。
�夜間、建物の周囲や駐車場は、照明を
点灯して明るくしましょう。
�空き家、物置にはカギをかけましょう。
�車やバイクなどのボディカバーは、燃
えにくいものを使いましょう。
�地域ぐるみで放火防止に取り組みまし
ょう。

こ
ん
に
ち
は
、
け
す
ぞ
う

君
で
す
。

今
回
は
、
平
成
１７
年
の
下

京
区
の
火
災
発
生
状
況
に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
す
。

けすぞう君の防災 Q&A 区内の火災発生状況
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消防局では、空気が乾燥し火災が
発生しやすい時季を迎え、火災や焼
死者などの発生を防止するため、春
の火災予防運動を実施します。

６５歳以上の方にかかる市・府民税
Ｑ 今まで市・府民税のかからなかった６５歳以上の人にも、
今年から税金がかかるようになるのですか。
Ａ 少子長寿化が進む中で、若者から高齢者までともに負
担を分かち合うという観点から、平成１８年度より一定の所
得以上の高齢者に対して、所得に応じて公平に負担をして
いただくという内容の地方税法の改正が行われました。そ
の結果、収入に変動がない場合でも、昨年まで市・府民税
がかからなかった方に税金がかかったり、昨年より税額が
上がったりすることがあります。
Ｑ 私は、現在６８歳で、年間１７０万円の年金収入のみで一人
暮らしをしています。昨年まで市・府民税がかからなかっ
たのですが、今年からは市・府民税を納める必要があるの
ですか。
Ａ 地方税法の改正による、公的年金等控除の見直しや老
年者控除の廃止、定率控除の引き下げなどに伴って、一人
暮らしの方で平成１７年中の年金収入が１５５万円を超えるとき
や、妻を扶養している方で年金収入が２２５万円を超えるとき
は、今までかからなかった市・府民税が課税されることが
あります。ただし、社会保険料や医療費などがあって所得
控除を申告されると、税額が下がったり課税されなかった
りする場合もありますので、詳しくはお問い合わせくださ
い。
� 市民税課市民税担当（�３７１・７１７２）

２
月
は
平
成
１７
年
度
分
保
険
料
第

９
期
の
納
付
月
で
す
。
必
ず
納
期
内

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

災
害
そ
の
他
の
特
別
な
事
情
が
な

く
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

は
、
有
効
期
限
を
短
縮
し
た
保
険
証

や
資
格
証
明
書
（
一
旦
医
療
費
の
全

額
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
）
の

交
付
、給
付
の
一
時
差
止
及
び
控
除
、

財
産
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。
納
め

ら
れ
な
い
特
別
な
事
情
の
あ
る
方
は
、

す
ぐ
に
保
険
年
金
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

�

保
険
年
金
課
保
険
料
担
当
（
�

３７１
・
７
２
５
３
）

彫り物が木に与える

新たな息吹

木彫刻師 吉田 功さん（開智）

１４２８件１４件合計
３７件４件その他
―１０件１件暖房器具
０１件１件てんぷら鍋
３６件３件たばこ

９１４件５件放火
（疑いを含む）

増減平成１７年平成１６年
区内の原因別火災件数

春の火災予防運動
３月１日（水）～７日（火）

国
民
健
康
保
険
料
は

必
ず
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
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市内と区内の火災件数 

京都市内 
下京区内 

区内件数 市内件数 

H13 H14 H15 H16 H17

32 
（15） 29 

（12） 

14 
（5） 

28 
（14） 

326 330

272
275298

15 
（2） 

（　）内の数字 
 は、区内の火 
 災件数のうち、 
 放火（疑いを 
 含む）の件数 

経済産業大臣認定 伝統工芸士

（３） 市 民 し ん ぶ ん 下京区版第１２２号平成１８年２月１５日


